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千葉県立中央博物館では、故岩佐亮二元教授（園芸

学科育種学研究室）のご生前、三位正洋教授のご紹介

で平成9年に、浮世絵126点、和漢書約130点の資料を

購入させていただき、またあわせて約860点の昭和・平

成の書籍をご寄贈いただきました。平成15年に岩佐元

教授はご逝去されましたが、長女・大井園子様よりご自

宅に残っていた浮世絵１点（歌川豊国（三代）「市美弥

景姿の福贔屓」）が翌年、寄贈されました。本コレクシ

ョンは平成12年企画展「植物画の世界～園芸植物とプ

ラントハンター～」等で展示し、また、中央博物館ホー

ムページhttp://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/でも

「デジタルミュージアム・浮世絵に見る江戸時代の園芸」

として公開して好評を得ています。

平成19年には千葉市立美術館学芸課長・浅野秀剛氏

（現在は大和文華館館長）のご協力により、浮世絵127

点を詳細に調査しました。その結果、コレクションの内

訳は歌川豊国（三代）等のオリジナル72点、後年複製さ

れた木版画33点、カラー印刷による複製画22点でした。

浅野氏によれば最も注目すべき資料は、文化年間

（1804～1818）に制作された堤秋月（琳好斎秋月）の「大

黒の植木売り（仮題）」で、これが岩佐亮二コレクション

の中では最も古いものです。堤秋月はあまり知られてい

ませんが千葉にゆかりのある絵師で、県内に絵馬等も

残っているということです。

千葉県立中央博物館収蔵・岩佐亮二コレクション（浮世絵）

千葉県立中央博物館 上席研究員

御 巫 由 紀
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資料は制作時期の年代順に表示
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「大黒の植木売り（仮題）」
堤秋月（琳好斎秋月）（版元：鶴屋金助）

文化年間（1804～1818）

「五節文章　菊月の文」
胡蝶園春升（版元：田中）
弘化年間（1840年代）

「市美弥景姿の福贔屓」
歌川豊国（三代）

嘉永年間（1848～1854）

「春宵梅ノ宴」
歌川豊国（三代）（版元：林庄）

嘉永年間（1850頃）

「四季花くらべの内　秋」
歌川豊国（三代）（版元：辻安）

嘉永6年（1853）

「草花植木づくし（おもちゃ絵）」
歌川芳藤（版元：文正堂）
安政5年（1858）２月


